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１．はじめに

２．方法

集計結果は表１のようになった。１～８位は土
地の種類を表す漢字であった。「田」「野」「埼」
のような、地形を表すような漢字が多いことが
わかる。また、「南」「上」のような、方角や方向
を表す漢字も多かった。漢数字も比較的多
かった（「三」・・・２３位、「八」・・・４４位）。

柳田國男は『地名の研究』の中で、地名は発
生の古いものから、①利用地名、②占有地名、
③分割地名の順序となるとしている。利用地名
とは、かつて通過・旅・水運の目標としたもので
ある。地形を表す漢字が用いられた地名が多
いことから、このような経緯で生まれた地名が
多いといえる。占有地名とは、人が土地を区画
して、これだけは自分のものであるとして名付
けた地名である。占有地名の由来はその土地
によってさまざまである。個人名から名付けら
れる場合もあれば、「材木町」「塩屋町」のよう
に、商業を営む同業者の名前から名付けられ
る場合もある。何らかの傾向があるわけでは
ないため、占有地名に見られるような漢字が上
位にくることはなかったと考えられる。分割地
名とは、すでに区画されている地域を分けると
き、今までの地名を保存し、上・中・下、東・西・
南・北を冠するものとされている。３．結果で述
べたように、このような漢字は多くみられた。既
に存在している土地をさらに分割するというこ
とが多くあったと考えられる。

４．考察

３．結果

表１：地名に含まれる漢字とその数（上位３０）

５．おわりに

今回は、地名に多く見られる漢字を調べ、地名
の特徴の傾向を知った。そして地名の起源に
ついて考えることで、人々がどのようにして土
地に地名をつけ、土地を分割していったのかを
考察した。地名について研究することで、当時
の住民の生活を明らかにすることができたとい
えるだろう。
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地名には何らかの意義があるのだろうか。地
名は人々が名付けたものであるから、地名の
意義を知ることで、人々がその土地に対してど
のような意識を持っていたのかがわかるだろう。

地名のもつ特徴の傾向を知るために、ｋｓｆ
（Kanji Statistic Filter）を用いて、地名に含まれ

る漢字を集計した。地名は、国土地理院が出
版している『地名集日本』（２０２２）に掲載され
ているものをすべて（４１２３個）採用した。この
地名集のデータは、２０２１年３月現在である。
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